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1  は  し め に

土壌診断の実施件数は年々増加の傾向にあり,最近では

農協においても土壌分析機器を備えて対処している所が増

えてきている。一方,施設野菜の増加に伴って,土壌中の

養分富化の傾向が顕著になってきており,その処方に苦慮

している例が多い。このような状況の中で現場においては ,

土壌診断をより判詈スムースに進めることが必要である。

そこで,パーソナルコンピューターを利用した土壌診断シ

ステムを開発したので,その概要を報告する。

2 使用機器の構成

(1)使用機器の構成

① 本体 :NEC PC-9801(漢字仕様),②  フ
ロッピーディスク :PC-9881(8イ ンチ),③ディスプ

レイ:高解像度CRT(PC-8853N),④プリツター :P

C―PR201(136桁,漢字仕様)。

12)プ ログラム言語及びプログラムの大きさ

① プログラム言語 :N88-日 本語BASIC(86),
② プログラムの大きさ:約 45Kバ イト。

3 システムの機能

本システムは,すべて対話型となっており,概ねディス

プレイの指示に従うだけで操作可能である。システムフロッ

ピーディスクをドライブ1に入れ,リ セットをかけると自

動的にスタートし,メ ニューが表示される。

**林わ隧**土壌診断システムメニューわ隊料 *料*
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図 l 土壌診断システムメニュー

1:消石灰
4:ア ゾミン石灰

図 2

2:炭 カル 3:苦 土炭カル
5:て んろ石灰

石灰質資材量の算出

1:過石とようりんの 1:4混合   2:単
番号を選んで下さい  ?

図 3 燐酸質資材量の算出

肥

**********石 灰質資材量の算出 (ア レニウス表)*****料 ***

目 標  pH  65 Data ll1 2
――一 ―一 ― ― ― 土 壌 の 分 析 結 果 ……… ―… ― ―…

pH  土 性  腐 植  仮比重 作土深(")闘場面積 (a)
55   L   富 む   10   10    10
―――… ―――一 石灰質資材量(     )― …――  ―――
10a当たり(作±10")    圃場面積当たり(作±10“ )

使用する石灰質資材を選んで下さい ?

**料 ***H眺*燐酸質資材量の算出***絲*****

有効燐酸の改良目標 20(“ /1∞ ′)  必要燐酸量 (10a,10",SC10),4″
D ata、 1-― ― ―― ―― 」1壌 の 分 析 結 果 ― ―一 一― ……一一 ――
トルオグ燐酸 (″ /100夕 )  燐酸吸収係数  仮比重  作土深 (衡 ) 蘭場面積 (a)

10 0                  1500         1 0         10             10

-― ¨―― … ― ― …― ― 燐 酸 質 資 材 量 一 ―一 ―――   ―… …

資 材 名  lo α当たり (作± 10")   回場面積当たり (作Jl深 10")
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診 ffi x*********

一 ― 一
診 断 結 果 ― 一 ―

硝酸態窒素の集積が考えられます(23″ /100夕 )。 窒素の施肥量を減らして下さい。
残存窒素量は10α 当たり23(″ /10")です。
土壌中の有効燐酸は富化していますので,燐酸質資材は必要ありません。
土壌中の加里がかなり富化しています。加里の施肥量を減らして下さい。
苦土と加里とのパランスがくずれています。加里の施肥量に注意して下さい。

図 4 総  合  診  断

***絲 **絲*総

(1)石灰質資材量の算出 : 土壌pH,土性 ,腐植 ,及
び仮比重などのデータを入力して,石灰質資材  (5種類 )
の投入量をアレニウス表より求める。なお,日標pHは 62

又は,65である。
0)燐酸貢資材量の算出 : 燐酸の改良目標値に対して ,
土壌中の有効燐酸,燐酸吸収係数及び仮比重などのデータ

を入力して,燐配質資材 (10種類)の投入量を求める。な

お,改良方法は,単肥による方法,又は過石 :よ うりんの

1:4の混合の方法が選択できる。
0)総合診断 : 土壌の改良目標を塩基飽繭度によって
設定 し,土壌のpH,EC,塩 基置換容量 (CEC),置
換tt塩基 (石灰 ,苦土,及び加里),有効燐酸 ,燐酸吸収

係数 ,及び仮比重などのデータを入力して,次の診断を行

う。① 塩類集積がN00-Nに よるものか,他の塩類による
ものかを判断して,N03Nの集積が考えられる場合には
残存Nを推定する。また,他の塩類によると考えられる場

合には,改良資材の施用を中止とする。② 土壌の塩基飽

和度を計算し,F●自目標値と比べてその過不足を判断して ,

不足の場合には改良資材の投入量を算出する。過剰の場合

作 物 名 海囀惚
好適 pH I素 (鱈 憐

警

″)ri稀
『

夏秋きゅ うり   40 60-65  15   30    30     15   30
ちヨεkト マ ト 4060 `515 15  20  15 15
な    す  4060-65 15  12   15   15  12
ピ ー マ ン  4060-6515 10 20 15 13
わ,|ま  ら ゃ  1560 65 10  6   20   1o  5
い  ら  こ  20  55   15  10   25   15  10
短根にんじん  2055-65 17  8  25  17  8
だ tヽ こ ん  20 55-66 10  8   20   1o  8
ば れ い しょ  2o55-60 1o  6  1o  lo  5
1こ  ん に  く    0 0 5 5-` 0  15    10     20     15    10

にはヨメントを表示する。

また,同時に燐酸についてもその過不足を判断して,不
足の場合には,燐殴質資材の投入量を算出し,過剰の場合
にはヨメントを表示する。

●)野菜 花き (47作目)及び果樹 (10樹種 )の施肥基
準が参照できる。

4 システム使用上の注意

① 燐酸改良資材量は千葉 らの方法によっている。す

なわち,土壌の燐酸吸収係数の10%相当量を投入した場合

に,有効燐酸は16″富化すると仮定している。② 土壌の

塩類集積の.TIIは ,農技研化学部の土壌診断統一基準 (案 )

によっている。すなわち,塩類集積は土壌のCECと の関
連で判定 し,こ れにpHの高低 (pHは 60を基準として

いる)に よって,N08Nの集積か,他の塩類の集積かを
判断している。③ 塩基含量の最低保証値は,石灰が 100

″,苦土が25″ ,加里が15“である。CECの小さな土壌
では,塩基飽向度だけで計算すると絶対含量が少なくなる。

絶対含量を保証するために,特に石灰を200″ とした場合

には,土壌のpHが大幅に上昇する恐れがあるため ,こ こ

では石灰のド限値を100″ とした。このような土壊では ,

土壌改良と肥培管理との兼合が吟味されねばならない。④

燐酸や加里含量の過剰レベルの判定は次のとおりである。

燐酸含量では,日標値～100“の場合には改良資材は必要

なし,100～ 200″の場合には,燐酸施肥量を減らすこと,

また200″以上の場合には,燐酸施肥量を 2割程度とする

こととしている。加里含量では,加里飽和度が10%以上の

場合には,加里の施肥量を減らすことに,10%以 ドでかつ

目標値より大きい場合には,加里の施肥量に注意が必要で

あるとしている。また,苦土 /力理 比が 2以下の場合には ,
バランスに注意が必要であるとしている。

改良目標 ― … … ―――……―――――――― … …  ………――――――――¨¨
pH  塩基飽和度 (%) 石 灰 喘) 苦 土 (%) 加 里 (%} 有機燐酸 (v)
7 0         100             70          20          1o            50

(■ 136)     (+107)  (+35)  (― o6)    (-20)
土壌の分析結果 ― ―――― …―――――――――――――― ―――――――――――
Data NQ l〔 仮比重 10  作土深 10"  圃場面積 10a 火山灰〕

調・　
邦
破飽
鰤 3q→ ε県3需 隧 需

有
a婿
酸 燐酸吸収係数

060     300     500      100      150     70 0       1500
864   593   165   106 C 6)M質 /K(16)

図 5 野菜・アをきの施肥基準例
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